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第 2157 回 平成 22 年 9 月 9 日 第 2 木曜日 

       I.M.報告 

  

 

 

 

＜前回の記録＞ 

第 2770回 令和 4年 6月 2日 木曜日 

   ガバナー補佐クラブ訪問・卓話 

 

司 会 進 行 廣瀬泰輔 SAA 

点 鐘 和田英人会長 

ソ ン グ 国歌「君が代」 

       奉仕の理想 

情報の時 間 村土時男情報担当責任者 

「ロータリーの目的」朗読 

「四つのテスト」唱和 

来 客 紹 介 和田英人会長 

東海北陸道グループガバナー補佐 村下侚刑様 

6 月 の お 祝 國田大雄親睦委員長 

会員誕生日 

 

 1 日 平岩憲政会員・岩出明喜会員 

 2 日 羽田野優男会員 

13 日 西村 肇会員 

14 日 可児一彦会員 

結婚記念日 

15 日 酒井智義・通子ご夫妻 

18 日 水上成樹・いづみご夫妻 

29 日 國田大雄・美智子ご夫妻 

夫人誕生日 

 7 日 三原早苗様 

8 日 小笠原まゆみ様 

12 日 野田佐和美様 

18 日 永瀬早苗様 

29 日 羽田野友枝様 

1 分間スピーチ 可児一彦会員 

皆さん、こんにちは。誕生日の

お祝をありがとうございました。

年々歳をとっていきますが、体力

の衰えはずいぶん前から感じてい

ました。最近は記憶力とか判断力

などの衰えも感じています。以前は一度に 2 つや

3 つのことができましたが、最近は 1 つのことも

ままならないようになってきました。お陰様で大

きな病気や怪我もなく過ごしてこれましたので、

今後も維持しながら頑張っていきたいと思います。

ありがとうございました。 

出 席 報 告 山下友幸出席担当責任 

ニコＢＯＸ 河合 修ニコ BOX 担当責任者 

・村下ガバナー補佐様ようこそおいで下さいました。 

また、先日の親睦旅行、楽しく行ってこれました。

親睦委員の皆さん、ご苦労様でした。  和田英人 

・本日は宜しくお願い致します。 

村下侚刑ガバナー補佐様 

会員数 出席 補正 出席合計 出席率 

39 名(免除 2 名) 28 名 7 名 35 名 94.9％ 

＜次回の予定＞ 

第 2773 回 令和 4 年 6 月 23 日 第 4 木曜日 

     今期各委員会活動報告 

  

    

       

      

          尾藤 純様 

          

         西村 肇会員 

 

   会長卓話(林 健吉会長) 

 

        

  

      

     

    

 

 

    

           

     

        

   

＜本日のプログラム＞  

第 2771 回 令和 4 年 6 月 9 日 第 2 木曜日 

        次期活動計画校正 

           

           

          

       

 

 

          

 

 

 

            

 

 

 

 

            

 

 

           

      

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

     

 

     

 

 

 



・誕生日のお祝をありがとう。 

              平岩憲政・可児一彦 

・結婚記念日のお祝をありがとう。 

酒井智義・水上成樹・國田大雄 

・夫人誕生日のお祝をありがとう。 

小笠原正道・野田三津雄・永瀬和郎 

・村下侚刑ガバナー補佐様を大歓迎致します。 

 卓話宜しくお願い致します。 

遠藤一史・林 健吉・平岩憲政・廣瀬泰輔 

岩尾 誠・河合 修・河合和也・川井昭司 

國田大雄・前田伊三夫・松森 薫・水上成樹 

村井裕孝・村土時男・長尾信幸・永瀬和郎 

西川 昇・野田三津雄・小笠原正道・大川達也

酒井智義・坂本 仁・竹内巧治・田中義久 

渡邉 剛・山下友幸 

幹 事 報 告 野田三津雄副幹事 

・RI 日本事務局経理室より 6 月 RI レートのお知

らせ  1 ドル＝127 円 

・郡上長良川 RC より一泊幹事会収支報告書 

・可児 RC より例会変更のお知らせ 

＜拝受＞ 

・関中央 RC より週報 

委員会報 告  

西川 昇会計 

・会計からのお願い 

國田大雄親睦委員長 

・親睦旅行の報告とお礼 

村土時男情報担当責任者 

・今月の IDM のお知らせ 

会長の時 間 和田英人会長 

村下ガバナー補佐、ようこそい

らっしゃいました。本日は宜しく

お願いします。 

先ほど親睦委員長からもお話が

ありましたが、先週の土曜日に親

睦旅行に行ってきました。久しぶりのバス旅行を

大変楽しんできました。伊勢神宮でお参りもでき

ましたし、美味しい海鮮料理もいただくことがで

きました。親睦委員の方々、大変ご苦労様でした。

ありがとうございました。また、次年度もこうし

た親睦旅行ができるといいなと思います。6 月は

ロータリーの親睦活動月間となっております。こ

のクラブでは、親睦活動は大体予定通り進めるこ

とができていて、残すところ年度末懇親会のみと

なっております。 

さて、6 月ということで私の任期も残りひと月

を切りました。昨年 7 月から始まって途中でコロ

ナの休会等ありましたが、基本的な行事はなんと

かこなせたのではないかと思っています。ロータ

リー文庫、少年野球大会も出席できました。地区

大会は残念ながら中止になりましたが、新湊 RC の

50 周年記念式典にも参加できましたし、米山奨学

生も平岩委員長には大変ご苦労をおかけしました

が、ユン君と何度かゆっくりと話をする機会も持

てました。残念なことは会員増強ができなかった

ので大変申し訳なく思っていますが、残りひと月

ありますので最後まで頑張りたいと思います。 

この後は村下ガバナー補佐様、宜しくお願い致

します。 

 

ガバナー補佐卓話 村下侚刑様 

皆さん、こんにちは。日頃は東

海北陸道グループの活動に何か

とご協力を賜りまして、心から感

謝を申し上げます。また 5 月 23

日には東海北陸道グループクラ

ブ対抗親睦ゴルフ会のホストとしてお骨折りをし

て頂きまして、重ねて感謝を申し上げます。 

 さて、松尾芭蕉の句で「麦の穂を便りにつかむ

別れかな」というのがありますが、それは我が身

の力草に麦の穂を掴み、別れの辛さに耐えるとい

うことだそうです。ちょうど 1 年前のことですが、

私がまだ次期ガバナー補佐予定者という身であっ

た時に私が思ったことは、これからの一年という

のは遠いなということでした。また、険しいなと

いうことも思いました。一年を振り返るとあっと

いう間のことでした。コロナ禍にあってクラブ活

動、奉仕活動が中止になったことも多々あったこ

とと思いますが、色々と工夫しながら新しい方法

を考えるきっかけ作りにもなったと思うと、進歩

があったのではないかという気もします。 

 さて、私は今日が最後のクラブ訪問ということ

で何をお話ししようか思案いたしまして、これだ

けは、ということが一つあります。今日も例会の

最初に君が代を歌われましたが、私達の最も身近

でありながら、よくその意味が知られていない「国

歌 君が代」について触れてみたいと思います。

その前に世界の国歌はどうかというと、戦争、死、

敵といったようないわゆる戦闘イメージが強いも

のが多いです。アメリカの国歌「星条旗」は、❝

砲弾の赤い光を纏い空中で破裂する中❞といった

歌詞です。イギリスの国歌はどうかというと、❝

敵を蹴散らし潰走させ、姑息な罠を打ち破り❞と

いったものです。またフランスの国歌は、❝血染

めの旗が翻る。武器を取るのだ我が市民よ❞とい

う感じです。中国の国家は❝いざ立ち上がれ。我

等の血と肉をもって敵の砲火に立ち向かうのだ❞

こういう非常にリアルで生々しい表現がされてい

る国歌が世界には多くあります。それに比べて日

本の国歌・君が代はどうなのかというと、皆さん

ご存知かと思いますが、あえてということで申し

上げます。男女互いに尊敬し合い、結束のもとた

くさん集まって、みんなで生きていきましょう。

千代に八千代は、いつまでもいつまでも何千年も

幾久しく。さざれ石の巌となりては、小さな小石

もたくさん集まれば強く、そして大きくなる。苔

のむすまでは、苔は濡れた所に生え常に新しいも

のが生み出される。子孫繫栄で古いものは土とな



り、新しいものが繁栄しましょうといった、非常

に平和でとても美しい歌とされています。君が代

のこの歌詞は、西暦 905 年に奏上された古今和歌

集に収録されていた歌が元となっているというこ

とです。平安時代には詠み人知らずということに

なっていたと書いてありました。ここに出てくる

さざれ石というのは、岐阜県が元となっていまし

て、地域は揖斐郡揖斐川町春日村川合、額川の源

流に位置しているということです。伊吹山の麓に

あたるところで、一面が芝生となっているゴルフ

場をイメージするような大きな公園があります。

その公園に、大きなさざれ石と国旗が並べて祀ら

れています。一昨年、私も家内と一緒に行って見

てきました。小さな川も流れていて、本当によく

手入れのされている公園でした。君が代というの

は、明治 13 年 10 月 25 日に初めて国歌として歌わ

れたということです。それから今日に至るまでず

っと、国民の間で国歌として親しまれてきたわけ

です。でも、法的には国歌という位置づけとなる

証はなかったということです。そのために騒動が

起きたりすることもあったので、平成 11 年 8 月

13 日に、日の丸が国旗、君が代が国歌として正式

に制定されることになったわけです。 

 あともう少し、思いつくままお話しさせて頂き

ます。ロータリーの原点は職業奉仕であるという

ことは皆さんもご存知のことだと思います。その

職業奉仕とは何だということについては、色々と

難しい議論がされてきました。一つの例えになれ

ばと思い、例会の重要さということと併せてお話

します。まず職業奉仕とは何かですが、皆さんの

中でパンを売る女性というお話を聞いた方がおら

れると思います。ある会社員の方が、仕事帰りに

いつも行っている馴染のお店でパンを買っていま

した。ある時、会社の仕事の都合で早く帰ること

ができない日がありました。それでもお店に寄っ

てみようと思い寄ってみました。すると、自分の

名前が書かれたパンが棚に並べられていました。

お店の女性店員は「お待ちしておりました。」と

にっこり笑ってそのパンを片付けてしまいました。

どうしたんだろうと思ってしばらく待っていると、

焼き立ての温かいパンを袋に詰めて渡してくれま

した。その会社員の方は、遅くに来たにも関わら

ず待っていてくれたうえに、温かいパンを渡して

くれたことにとても感激した、というお話です。

こういった行いこそが職業奉仕だと思います。お

金ではなく心、相手を感動させる行動なんです。

そのお店の信用も高まれば、お客さんも増えるこ

とでしょう。最も多く奉仕する者、最も多く報わ

れるということが言われています。四つのテスト

にも通ずる実のある例会、楽しい例会ができれば

と思います。 

 企業を、或いは自分の商売をやっていくために

は適正な利潤がないとやっていけないので適正な

利潤は頂きますが、そのうえでもっと自分ができ

ることがあるのではないか。お金ではなくて、自

分の手や頭を使う。そして相手に喜んでもらう。

そういったことは相手を感動させ、お金以上のも

のがあると思います。こういったことがいわゆる

職業奉仕に繋がり、ロータリーを通した楽しい例

会というものが求められるのではないかと思いま

す。この話が一つの参考になれば幸いです。 

 どうもありがとうございました。 


